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秋晴れの中 11月 14日，第 54回島根県公立小中学校事務研究大会が島根県民会館を会場に，教育関

係諸機関・団体の皆様のご支援・ご協力により無事に開催することができました。 

松江教育事務所管内研究大会準備委員会の皆様には多忙な中，長期間にわたり今大会の準備に携わって

いただき大変お世話になりました。 

当日は参集・オンラインで 200 名近くの皆様にご参加いただき，実り多い研究大会となりましたこと，心から

深く感謝申しあげます。 

さて，大会に参加された皆様は今大会の内容をどう受け止められたでしょうか。ここからは個人の感想になり

ますが，私の今の気持ちを記させていただきます。 

午前は，千葉工業大学の福嶋尚子先生の「隠れ教育費」について講演をしていただきました。学校現場では

保護者負担軽減に努める意識は高まってきていますが，教職員の個人負担については，後回しになっていたと

気づかされた講演でした。働き方改革・業務改善が叫ばれている昨今，この事について検証していくことの重要

性を個人的に強く感じるところでした。学校事務職員業務の大きな柱の一つである「財務運営」において，今ま

での「当たり前」ベクトルに流されず，第六次研究中期計画にもある「業務や仕事の再構築」ととらえ，自身で考

え大きく動いていく場面のひとつではないだろうかと思いました。 

午後からは，県学校企画課の安達様から行政説明として，今年 2月に改訂された人材育成基本方針につい

ての話がありました。続いて研究部からは第六次研究中期計画の中間まとめの発表がありました。研究部渡部

さんの応用研究例として，ICT を活用した校内のシステム構築を教育委員会も巻き込みながら一緒に行うこと

で，特に教職員の文書管理の負担軽減を実現した発表でした。 
 

 

この３つを聞いていてどう思われたでしょうか。それぞれ別々の話のように感じられるかもしれませんが，最終

的には学校運営という一つの太い線上に位置するものであり，学校事務職員の「つかさどる」そのものではない

かと感じました。基礎研究，応用研究と聞いてハードルが高いと感じている方もいると思います。その一方で，現

状をみて，（例えば校内で大・小問わず）こんな事やってみたいと思っている方も多いと思います。その気持ちこそ

が自発的な動きであり「応用」研究の中心・核になるものと思います。今までの実践が根や幹ならば，これから

枝・葉となる一枚一枚が皆様自身のやってみたい気持ちそのものです。島根県の学校事務職員という木が大き

く育っていきますように，そう感じた第 54回大会でした。 

次は令和７年１月 31日出雲市で開催される学校事務セミナーでお会いしましょう。 

 

副 会 長  西 村 道 子 
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期日：令和 6 年 11 月 14 日 

会場：島根県民会館（ハイブリット型開催） 

参加者の感想 
講演 

演題 ｢隠れ教育費軽減のための財務改善｣ 

講師 千葉工業大学 工学部 教育センター 

 准教授 福嶋 尚子 氏 

私費負担や教師の自腹の現状について、具体的な数値を用いて説明していただき勉強にな

りました。隠れ教育費を減らすために、できるところから見直していきたいと思いました。学校財

務改善は目的ではなく、子どもの教育を受ける権利を保障するための手段だということを忘れ

ずに取り組んでいきたいです。 

 

本来公費で賄われなければならない部分も、保護者負担や教職員の自腹によって成り立っている

という現状は確かに自分の学校にも当てはまるように思った。この現状が当たり前ではいけないと思っ

たし、現状を整理して適正な処理や保護者負担の軽減が少しでも図れるようにできることから始めな

くてはいけないと思った。事務職員だけではなく、学校全体で意識を変えていけるとよいと思う。  

市町村で統一した考えを持てるように事務グループ会等で公費、私費負担について

意見交換していきたいと思った． 

今までの経験からの慣れによって隠れ教育費に疑問や違和感が薄れてしまっている

ことに危機感を感じました。ドキッとするようなことが多く、とても刺激を受け、勉強になり

ました。 

PTA の私費から支払うべきではないものなど、今まで知らなかった情報があり勉強になった。管

理職とも共通理解を図りたい。また修学旅行の見積もりなど、現状は教員に任せているが、遠足バ

スの見積もり同様、隠れ教育費軽減の観点からも今後は事務職員が関わっていくべきだと感じた。 

銚子市の親子のお話は、胸に突き刺さりました。教員の自腹についても最近意識し始

めていたところに今回の講話を聞くことができ、隠れ教育費が存在していることを強烈に

意識することができました。「負担軽減」だけでは語れない現実を少しでも良くなるよう

に、学校財務に向き合っていこうと思います。 

普段は見える部分の負担軽減を意識していますが、学校として見えにくい隠れ教育費

の存在を意識しながら負担軽減を考えていきたいと思いました。  
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 中間まとめについての説明はとても分かりやすかったです。どう負担なく活用してもらえ

るか、時代に沿った ICT を活用していくかがよくわかりました。難しいと思いますが、キン

トーンの使い方の研修会を開いてもらえると嬉しいです。 

 アンケート結果が見やすくまとめてあり、わかりやすかった。研究に対し積極的な気持ち

になった。 

 基礎研究発表に一定の成果があったと聞き、発表した者の一人として嬉しく思いました。

応用研究についても、模擬発表を聞きイメージを持つことができました。今後も何らかの形

で研究に関わっていけたらと思います。 

 自分にできることはないか、自校に必要なことはなにか考え、なにか１つでも実践に繋げ

られるようにがんばりたいです。まだまだ、日々の業務で精一杯、手一杯になってしまいがち

ですが、視野を広く、アンテナを高く、学び続けたいです。日々の業務を改善するという視点

も持ち、新しい実践ができる余裕も生み出せるといいなと思いました。 

 具体的な応用研究の発表が参考になった。他の地域の取組を自分たちの取組に生かした

い。 

 研究となるとハードルが高くてなかなか取り組むことができませんが、実践発表にあった

ような日常的な取組からなら自分でも始められそうな気がしました。これからの時代は ICT

機器を活用した業務改善が求められるとは思いますが、自分が勤務する地域では職員へのタ

ブレット配備が不十分な為、業務改善を進めるためには学校だけでなく市町村教育委員会と

の連携も重要だと感じました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

隠れ教育費については気になっているところだったが、実際にどれくらいかかっているのか

までは勤務校では調べたことがないので、調べてみたいなと思いました。事務職員だけでな

く、全教職員にお知らせしてこんなに教育費がかかっているということをまず認識してもらう

必要があるなと思いました。 

未納のある家庭についてただ集めないと、と思うだけでなく少しでも負担が減るように

教材の選定や公費の使い方など考える余地がたくさんあるなと感じました。  

第六次研究中期計画 中間まとめ 

 

島事研 研究部 

 



 島根県公立小中学校事務職員研究会  広報「爽」第８１号 

- 4 - 

 

 

 

 

 

 

隠岐島前地区は、西ノ島町（西ノ島）・海士町（中ノ島）・知夫村（知夫

里島）の 3 島３町村からなり、島前事務グループは 7 校の小中学校と 7 名の事

務職員で構成されています。 

島をつなぐ内航船が主な交通手段となりますが、海上時化や機関故障による欠

航などにより島渡りができないことも度々あります。そんな時は Google meet など

活用して連絡会を行ったり、日頃から Google チャット（島前事務 G【事務連

絡】）を使って情報を交換したり質問し合ったりしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【活動の目的】 

◆隠岐島前３町村の各学校が目指す特色ある教育が推進できるよう学校事務機能の強化を図り、学校

運営に積極的に参画し学校教育の充実を目指す。 

◆教育の質を高める基盤となる学校事務・業務の適正化と処理体制を確立し、専門性を高め正確で質の

高い学校事務を提供するため事務職員の資質向上を目指す。 

 

【今年度の活動内容】 
 

① 連絡会の開催(年 7回実施予定) 

分担学習会、赴任旅費持ち寄り学習（6月）、諸手当検認相互チェック作業（7月） 

年末調整事務の相互チェック作業(10 月)、会場校の事務関係諸表簿点検作業 ほか    

② 事務だよりの発行   ③ 事務の手引の更新  ④ 3 町村の予算執行マニュアルの更新 

⑤ 教職員ライフイベント一覧表の更新                       

                                                               ・・など 
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年度始めの分担学習会で、「Google サイトを使った業務の効率化」と題し、担当メンバーが作成し提案したサイト

です。グループメンバー全員が編集者です。誰もが活用しやすいように日々更新中です。 

 

内容について、一部紹介します。 

 

 
 

 

 

 

 

 

～ Google サイト『島前事務グループ』 ～ 

★島前学校予定表（Google

カレンダー） 

各校の諸行事や休校日、産休育

休など取得する教職員情報のほ

か、事務関係の報告期限日などの

情報を共有しています 

 

（一部説明） 

★旅費関係 

 GIS システム操作マニュアル 

旅費の手引 

旅費制度 Q＆A 

旅費特殊事例の紹介  

 

★事務のてびき 

 出勤簿・休暇願簿（正規・退職者・臨時任

用者）・休暇の概要・給付一覧・給与明細

書・旅費・新規採用について、メンバーで分担

し校正しています 

スプレッドシート形式なので、全員が最新内

容を勤務校で確認できます 

 

★連絡会   

連絡会の資料など予め入れておきます 

各自印刷したり、タブレットで見たりしながら連

絡会を行います 

 
★関係機関のリンク 
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【編集後記】コロナ禍が明けてからさまざまな物品やサービスの値上がりが続いています。財務をつか

さどる私たちは、物価状況の情報収集や公費増額にむけた予算要求、先を見通しながらの予算執行な

どマネジメント力が試されます。文書を送るのも 84 円から 110 円に値上がりした切手を貼るか、いや

直接届けるか、いや FAX か、メールか・・・。もはや、財務も業務改善も一緒に考えないといけないのかも

しれません。（F.A） 

 

作･画：佐伯圭一  

 生馬小学校は全校児童 116 名の学校です。「生

馬」という地名は、出雲国風土記に「生馬社の祭神

八尋(やひろ)鉾(ほこ)長依(ながより)日子(ひこの)

命(みこと)が仰せられるに、『吾が御子、平明(やす)

らかにして憤(いく)まず。』と仰せになり、故生馬(いく

ま)と云う。」と記されていることが由来です。八尋鉾

長依日子命は生馬神社に祀られている神様で、「自

分の子は心安らかで不平不満を言わない」と褒めて

います。この事から子育ての名人だということが伺え

ます。生馬地域にも子育ての名人がたくさんおられ、

子どもたちはとても素直で元気いっぱいです。学校の

近隣には松江工業高等専門学校と松江清心養護学

校があり、見学に行かせていただいたり、交流学習を

したりしています。昨年度には松江清心養護学校との

共用グラウンドが整備され、その式典も行われまし

た。 

そんな生馬小学校は明治８年に開校され、今年度

で開校 150 周年の節目の年を迎えます。開校 150

周年記念事業として、校旗の新調、見守りカメラの設

置、学校ビオトープの改修を実施しました。また、６月

には地区合同での運動会を開催しました。松江市長

にご挨拶をいただき、ドローンでの航空写真撮影、立

正大淞南高校マーチングバンドによるドリル演奏など

が行われました。そして、11 月には学習発表会にあ

わせて 150周年記念式典を行いました。 

たくさんのご寄付やご協力によって支えていただい

ている地域の方へ感謝するとともに、150 年という歴

史を深く実感しました。地域の方に信頼していただけ

るよう、また、子どもたちが安心してのびのびと学校

生活を送れるよう、頑張っていきたいと思います。 

  

  

 

 

  

  

  

  

  

学校紹介 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

松江市立生馬小学校 

青戸 咲希 


